






















したことがある。本稿では更に、古事記と同時代の上代日本の文献の用例と、漢籍の用例を検討 、総合的に考察することを試みる。大后についての研究の出発点となるのは、本居宣長『古事記伝』 （二十之巻）であろう 宣長は、 は後世の皇后であること、天皇の複数の后の中で最上の一人を特に大后と うこ 、後世は漢籍に倣って正式文書では当代 后を皇后、先代の后を皇大后と書いたが、口語的なも は奈良時 でも昔のまま 当代 后を后といっ こと、その後、通常の語でも当代 嫡后を 、大御母
























ある。このことについて従来説では、 「皇后」とあるのは文章が編集された部分で、 「大后」はたまたま原資料未編集の部分が残ったと考えるが、５例の大后は、たまたま残ったにしては無視できない数である。更 言えば、 「皇后」と いてあるのが編集の結果らば、 大后の語を多く用いる古事記にお て、 わざわざ三例の「皇后」も使われる理由 うまく説明できな 。ま ③については後節で検討するが、ここで簡単にふれておくと、大后はすべての皇后（皇太后）に対して使われず 対象が限定されているので、大后と皇后・皇太后を全く同意語と捉えてよいのか疑問がわく。　
歴史学の方面から、古代の大后について論じた研究は数多いが、
大后という称呼自体に注目した論は少ないようである。管見に入ったものとして、井出久美子氏は 記紀や万葉集などにみらる大后の一部を検討し 大后が王位を継承しう ほどの重要な地位にあったことを指摘している
（４）
。しかし大后の実在性を重視する









































































































































































































垂仁天皇后の比婆須比売命 （②③） 、 仲哀天皇后の息長帯比売命 （④⑤） 、仁徳天皇后の石之日売命 ⑥⑦⑧⑨） 、允恭天皇后の忍坂之大中津比売命（⑩⑪） 、安康天皇后の長田大郎女（⑫） 、雄略天皇后の若日下部王（⑬⑭） 、継体天皇后の手白髪命（⑮）の、計８名を指す称呼となっている。　
このうち、④・⑥・⑮は、天皇の系譜記事の中にある。つまり、
















だけに止まらず、天皇と同格の権威を有していたり 皇位継承問題に介入するなど、特別な立場にある者が多いと う傾向がみられる。ちなみに、古事記の「 后」は３例で、具体的には「皇后、御年一百歳崩（仲哀記） 」 「長田大郎女、 為
二皇后




































































身分を序列化するための称呼とは言い難い。具体的にみていくと、①は百済記からの引用で、百済王の大后を指している。②の大后は息長足姫尊（神功皇后） 。この女性 古事記でも「大后」である。③・④は孝徳天皇皇后であっ 間人皇 、 ⑤は天智天皇皇后であった倭姫王である。　
百済王の大后を除く、息長足姫尊、間人皇女、倭姫王の三人に
















































































































































































































































































































場合、大后が天皇の正妃の意で用いられているようにみえる。しかし、堅塩媛は日本書紀では欽明天皇の皇 ではない ここで大后とされている（日本書紀で の 后は皇女の石姫） 。蘇我稲目の娘の堅塩媛は、欽明天皇と 間に七男六女を生み、その中に用明天皇と推古天皇（豊御食炊屋媛尊）が含まれているから、蘇我氏 とっては偉大な女性ということが きよう。 た穴穂部間人皇女は、この文献 主役であ 聖徳太子の母で、蘇我氏の女性（堅塩媛の同母妹）を母 する。この文献は蘇我氏よりの立場から書かれた私的な内容を持っているとみられ そ 立場から、蘇我氏系の穴穂部間人皇女、堅塩媛 豊御食炊屋媛尊に対して尊称の大后を用いた可能性も考えられるであろう。ちなみに岸俊男氏は、この大后を追称である疑いが濃いとしてい
る（９）
。ところで、






































































































































土記の文章をみ と皇后と同意語に用い いるようにも見えるが、出典は逸文 風土記であり、上代の風土記 表記そのまま どうかが不明である。また、
10、
12番の出典の上宮聖徳法王帝説は蘇
我氏寄りの資料とみられる。文章が私的な内容を持ち しかも日本書紀の皇后と上宮聖徳法王帝説の大 が一致しないことを考慮すると、ここでは蘇我氏 立場における偉大な后 尊称として大后を用いている可能性もある。こ らの３、
10、
12番の例を除く
と、日本上代の文献の大后とは、単なる天皇 正妃では く、天皇に近い立場の偉大なる后であると見定め ことができる。そこで、次節では参考 ために漢籍の用例を検討する にし い三、漢籍（史書）との比較　
ここでは、日本上代の文献に先行する漢籍の太后の用例を抽出
し、その意味と、太后とされる人物の特徴を検討す 。漢籍において「大后」の語は使われないが、 「太后」は史書に多く 例を見出すことができる（管見の限り、史書以外では太后 語 無い）まず、史記 漢書を参照すると、太后は史記で
401例、漢書で
750例




支配し、自ら執政しようとする者 多い。特に、 中 も皇太后にあたる者は、 帝と同格とみなされていて、 「稱制」したり「詔」を発するという記述が目立つ。また、帝嗣の決定に発言権を持つことも多い。以下、具体的にその様相 示す す 。　
まず、最も早い時期に太后とされた、秦の恵文王（始皇帝の五






それは高祖の皇后の呂太后である。呂太后は以前から高祖を補佐して天下を定めていたが、息子の恵帝が崩じ、恭帝が即位す と「號令一出太后、太后稱制」 （史記巻九・呂太后本紀）となる。つまり、天下の号令はすべて太后から発せられ、太后はこれを制と称したという。呂太后の「稱制」は 三・高后紀 巻三八・高五王伝）にも記されて る。また、高祖崩御直後の呂太后の下命は「詔」 （史記巻九・呂太后本紀）とされる。少帝恭を立てて廃し、少帝弘を立てたのも呂太后の意志によるもので嗣は呂太后によって決められた。呂太后の時代として史記 「呂太后本紀」を、漢書 高后紀」を立て、皇帝並みに扱う。呂太后は即位こそしなかったが、自ら政権 握り と同格とみなされていた。　
太后が皇帝に並ぶ権威を持っていたのは呂太后に限った話では
ない。高祖の夫人で文帝の母の薄太后についても、 「薄太后乃詔（史記巻四九・外戚世家、漢書巻九七上・孝文竇皇后伝）と、その下命が「詔」と表現されている。また、文帝の皇后で景帝 母の竇太后は、景帝の弟を帝嗣にしたいと願ったり、 を責め立てるなど自己主張の激しい女性で、景帝も太后に遠慮し いた。漢書（巻五二・韓安國伝）では「竇太后聞、乃詔王以安國爲内史」というようにそ 景帝の皇后で
武帝の母の王太后については、 「有太后詔」 （史記巻一〇七・魏其武安侯列伝、漢書巻四五・江充伝） 、 「太后稱制」 （漢書巻八一・孔光伝）という記述がある。同様に、昭帝の皇后であった上官太后の下命も漢書（巻六八・霍光伝）では「詔」とされ、同書（巻七五・夏侯勝伝）に「太后省政」との記述がある。ちなみに上官太后は、昭帝後の帝位継承と関わっている。上官太后の「詔」は、昭帝の後嗣を指名し、更にこれを廃し、新たな後嗣を立てるものであった。また、元帝の皇后で成帝の母の王太后は、前漢末に漢王朝の代表者として存在し、 「詔」を下し、 「臨朝」し 王莽に輔政を命じるなど、政治に多く携わったという記述を漢書（九三、 九七下、九八、 九九上、一〇〇上など）におい 見出すことができる。以上は皇帝の の例であるが、王の太后 場合も、趙の孝成王が立つと「太后用事」 （史記巻四三・趙世家）と り太后が政務を執ったとする例がある。　
また、注目すべき存在として、哀帝の祖母として当時の政治を






合もあることが分か 皇帝（王）からみて尊ぶべき母のような女性が太后なのであろう。史記（巻九・呂太后本紀）に見える呂太后の娘の魯元公主も、実際に皇帝 王）の母になったわけではないが、斉王が城陽の郡を てまつり、 「尊公主為王 后（公主を尊んで王太后とした） 」とされる。　
以上、史記・漢書にみられる太后についてみてきたが、後漢書













大后は現役の后を指すことが多く その点、漢籍の太后が現役の后ではなく皇帝（王）の母であることとは異なる。ただし両者に共通する性格があり、それは、大后（太后） 中に、天皇（皇帝）と同等の権威を持った 帝の後継者の問題に介入する者がいということである。　
前節の表を確認すると、実際女帝として即位した推古天皇、皇
極・斉明天皇、持統天皇と、実際即位した 言えるかは分からないが、即位した可能性 間人大后、倭姫王、これらの大 たちはすべて、夫の崩御後に即位、もしくは即位の可能性があった。自分の夫である帝の退位後、自分が実際帝として即位す か、即位しないで政治の実権を握るかという違いはあるが 日本 大后と漢籍の太后には近い性格 見出せる ではないか。ちなみに持統天皇は、持統称制前紀条に「天渟中原瀛眞人天皇崩。皇后臨朝稱制」とあるように、 の天武天皇 「臨朝稱制」を行う立場となった。 「臨朝稱 」は 漢籍の史書の多くの太后も行っているこ である　
ところで、漢籍の太后には「詔」を下す者が多い。 「詔」は日

















介入したり発言したりする者が多い。既に指摘したように、伊須気余理比売は神武天皇崩御後に息子の綏靖天皇の危機を救い、その即位を導いている。息長帯比売命（神功皇后）も息子応神天皇に皇位を継がせる めに忍熊王を排除した。忍坂之大中津比売命は即位を渋る夫の允恭天皇 、群臣と共 即位を要請する。推古天皇も次期皇位継承者につ て ており、持統天 光明子も後嗣の決定に介入してい 。　
その他、 呂太后に対して史記が「呂太后本紀」 、 漢書が「高后紀」
を立てたことと、神功 后に対して日本書紀が「氣長足姫尊」の巻を立てたことにも共通性がみられる。　
漢籍の太后が皇帝と同等に権威有る存在であることを意識して、
上代日本の文献の執筆者が 日本の類似する立場の后 対して大后の語を用いた可能性があるのではないか。言い換えれば、上代日本の大后に、漢籍の太后同様の権威的立場を認めたからこそ、この語が採用されたとも考えられる。ただし中国の場合、次 皇帝が即位して初めてその母 に執政 が生まれる であるが、日本の場合は現役 の時代から既に天皇 同等の権威を持つ女性がおり、それがそ まま女帝的立場へ移行す 考えるべきであろう。現役の后 時代と現役でなくなった時代で、立場に大きな差がないのが日本で、 でなくなり帝 母となった時点で
威を持つのが中国であり、それが日本と中国の大后（太后）の違いである。漢籍では「皇太后」が詔を下したり臨朝称制するという文章も散見されるのであるが、皇太后の意味は皇帝の母の意味に限定されるため、その立場 ないのに天皇に近い権威を持つ后を表現しようとす 際 日本では大后の語を用いたと考えることができるのではないだろうか。四、おわりに　
以上、本稿では上代日本の文献と漢籍の大后（太后）の用例を





















次に、 万葉集の「大后」の校異をみる。略号は、 「元」が元暦校本、 「金」
が金澤本、 「類」が類聚古集、 「古」が古葉略類聚鈔、 「紀」が紀州本（神田本） 、 西 が西本願寺本、 「宮 神宮文庫本、 「文」が金澤文庫本、 「温」が温故堂本 「矢」が大矢 、 「細」が細井本、 「京」が京都大学本、 「寛」が寛永版本である。
【万葉集の大后の校異】　　
万葉集においても、 「太」と「大」の校異が少なからずみられる。既に




































































































































































































































后は皇帝による一元的支配から独立した存在で、皇帝の上位に置かれていたとする。また、下倉渉氏（ 「 「太后詔曰」攷」 『東北大学東洋史論集』９、平
15・１）は、漢代の太后の詔は皇帝の詔命と同格（或いはそれよ






















葉集・懐風藻・日本霊異記の引用は日本古典文学大系（岩波書店） 、続日本紀の引用は新日本古典文学大系（岩波書店） 、上宮聖徳法王帝説の引用は、家永三郎『上宮聖徳法王帝説の研究』 （三省堂） 、元興寺伽藍縁起并流記資財帳・大安寺伽藍縁起并流記資財帳の引用は『寧楽遺文』 東京堂出版） 、史記 漢書 後漢書の引用は中華書局版に従った。また、古事記の校異は小野田光雄編『諸本集成古事記』 （
勉
誠社）と『国宝真福寺本古
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